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令和元年度 第１回区レベル地域ケア会議 

議事録（要旨） 

 

日  時   令和元年６月 27 日（木）午後３：10～午後３：30 

会  場   消費者生活センター 大会議室 

出席委員   佐藤委員、藤原委員、遠藤委員、正林委員、織茂委員、塩津委員、丸山委員、藍原委員、

入野委員、渕上委員、中原委員、冨田委員、常安委員、春澤委員、深澤委員、中村委員、

御任委員、冨井委員 

区側出席者  福祉部長（今岡正道）、福祉支援担当部長（西山正人）、福祉管理課長（張間秀成）、福

祉支援調整担当課長（長谷川正）、福祉部副参事〈地域福祉推進担当〉（大渕ひろみ）、

高齢福祉課長（酒井敏彦）、元気高齢者担当課長（長岡誠）、福祉部副参事〈高齢者住宅

担当〉（澤冨男）、介護保険課長（小西博幸）、介護サービス推進担当課長（大津博）、大

森地域福祉課長（根本勝司）、調布地域福祉課長（内藤禎一）、蒲田地域福祉課長（茂呂

英雄）、糀谷・羽田地域福祉課長（澤健司）、地域力推進部地域力推進課長（近藤高雄）、

健康政策部長（今井健太郎）、健康政策部健康医療政策課長（佐々木信久）、健康政策部

災害時医療担当課長（上田哲也）、健康政策部副参事〈地域保健担当〉（関香穂利）、ま

ちづくり推進部住宅担当課長（榎田隆一） 

傍 聴 者   ４人 

欠席委員   松坂委員、田中委員、森部委員 

次  第   （１）30年度の報告と元年度の予定について 

       （２）地域ケア会議から区への提案について 

（３）大田区地域ケア会議実施計画の改正について 

配付資料 

・資料番号８    地域ケア会議の平成 30 年度の報告と令和元年度の予定について                                

・資料番号９―１  地域ケア会議からの提案について（平成 30 年度） 

・資料番号９―２  地域ケア会議 での検討結果・具体案【参考資料】 

・資料番号 10    大田区地域ケア会議実施計画           

  

【 会議の要旨 】 

  

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）30 年度の報告と元年度の予定について 

（２）地域ケア会議から区への提案について 

 

会 長： はい、それでは議事に入ります。議事の（１）30 年度の報告と元年度の予定に

ついて及び（２）地域ケア会議から区への提案について、事務局の方からご説明

をお願いいたします。 
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高齢福祉課長：[資料番号８、９―１、９―２に基づき説明]  

 

会 長： 以上、事務局から（１）30 年度の報告と元年度の予定について と（２）地域ケ

ア会議から区への提案について、の２点について報告がありました。 

    また、資料番号８の３にあるよう、今年度については昨年度の課題３を引き続き

審議すること及び、審議にあたっては、昨年度同様意見交換会の設置、及びそのメ

ンバー選定については会長と事務局に一任させていただきたいとのご提案です。 

    このことについて、ご質問、ご意見等ございますか。 

 

委 員： 課題１「多世代に認知症を正しく理解してもらおう」課題２「認知症の方や家

族の集いの場を増やそう」についてのご意見申し上げます。 

     課題１と課題２は連動しているところがあるかと思います。多世代、同世代か

かわらず、認知症に対する理解する場や認知症の人や家族が集まることができる

場を地域の中で作っていくことは重要な視点だと思います。特に多世代への認知

症を正しく理解してもらおうという視点は、まさに共生社会、我が事丸ごと、地

域での取り組みといえます。 

     残念ながら認知症高齢者が事件や事故を引き起こすことが取り上げられている

ため、正しい理解への逆風となっています。いきなり認知症の正しい理解を普及

しようとしても理解が得づらいのが現状です。 

     認知症サポーター養成講座を学校のカリキュラムに取り入れようにも忙しい学

校のカリキュラムでは後回しになってしまいます。認知症サポーター養成講座を

やってもらうための下地が必要です。 

     例えばシニアボランティアの参加者や昔の遊びを子どもに教えているなどで、

すでに付き合いがある地域の人が認知症の話をする方がかなり説得力あると思い

ます。また学校だけでなく地域のサロンで行うことも効果があると思います。 

     できるだけ元気な高齢者が他の世代をサポートする活動を支援しておくと認知症

の普及がしやすくなります。いきなり認知症の理解を普及するのではなく、地域

の環境整備をしていくことを考えていくとありがたいです。 

会 長： ありがとうございます。認知症と地域の人が楽しんで活動する姿、これが地域

共生社会につながっていくといえるのではないでしょうか。 

     そうした地域活動の場が認知症本人や家族に留まらない活動の場として提供で

きる地域になればと思います。 

     他にご意見ありますか。 

会長及び事務局からのご提案については、ご承認いただけますでしょうか。 

 

【委員からの承認の意思表示を確認】 

 

会 長： ありがとうございます。では、(３)大田区地域ケア会議実施計画の改正につい

て、ご説明お願いします。 
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高齢福祉課長：[資料番号 10 に基づき説明] 

 

会 長： ありがとうございました。ご質問なければ、本日の令和元年度 第 1 回大田区

地域ケア会議区レベル会議はこれで終了とさせていただければと思います。 

     よろしいでしょうか。ご質問ないようなのでこれにて終了いたします。お疲れ

様でした。 

 

高齢福祉課長： 委員の皆さま、長時間にわたりご審議いただきありがとうございました。 

 


